
 

 

 福田市長は、「川崎市行財政改革第３期プログラム素案」（２０２２年１１月）を発表しました。

その中で「成人ぜん息患者医療費助成条例」と「小児ぜん息患者医療費支給条例」の廃止の方針を打

ち出しました。川崎市医師会の調査でも２００００人を超えるぜん息患者がいます。そのうち制度を

適用している人が約１３０００人います。条例を申請し適用される方が１年間で５～６００人いま

す。  
  

 

 厚生労働省は、ぜん息による突然死が社会問題だということで「ぜん息死ゼロ作戦」（２００６年）

に取り組み、現在も継続しています。ぜん息死ゼロ作戦評価委員会は、「成人ぜん息死では、発作開

始後１時間以内が１３．６％、３時間以内と合わせると 
２９．７％となり急死が多い。発作から死亡までの状況は、 
突然の発作で急死が２９．８％、不安定な発作の持続後の 
急死が１６．２％、不連続な発作後の急死が１７．２％で、 
重い発作で苦しみながら悪化して亡くなるよりも圧倒的に 
急死が多い」と警告しています。 

 

 評価委員会は、「ぜん息死の予防には、炎症を鎮静し維持するための治療、すなわち炎症を標的にし

た長期管理の治療の実行が有効と考えられる」特に「吸入ステロイド薬をベースにした長期管理をする

ことにより、気道の炎症は抑えられ、良好なぜん息コントロールがもたらされる」と指摘しています。 
 ぜん息発病の大きな原因の一つが自動車排出ガスなどによる空気の汚 
れです。自動車等による空気の汚れの対策が不十分であった結果、全国平 
均が「３％程度」なのに、川崎市では「８％超」のぜん息患者が発生して 
います。国や自治体がぜん息で苦しむ患者に医療費助成の制度を実施し、 
ぜん息死から市民の命を守る事は大切なことです。 

 

 

 



      

２０２３年 

川崎公害病患者と家族の会、川崎北部のぜん息患者と家族の会、川崎公害根絶・市民連絡会 

＜連絡先＞川崎市川崎区砂子２－８－１－５１２ ☎０４４－２１１－０３９１ 
 ＦＡＸ０４４－２３３－４６８９ 

＊ぜん息でお悩みの皆さん！川崎市の医療費助成手続きをご存知ですか。 

詳しくは０４４－２４４－７４４０ 

 

 

  

 

お二つの条例を 

「成人ぜん息患者医療費助成条例」の適用者の

数は右下のグラフにあるように「廃止」の方向を

打ち出した後も増え続けています。ぜん息患者が

増え続けているにもかかわらず医療費の助成を打

ち切ってしまえば、ぜん息患者が安心して治療を

受ける保障がなくなり、ぜん息患者の死亡が増え

る危険が高まります。 

福田市長は、どう考え 

ているのでしょうか。 

 

  

 

 

 

 患者会や市民が福田市長

に制度を「なぜ廃止するの

か」理由を聞きたいと話し合

いを申入れました。しかし福

田市長は、患者や市民と直接

会う場を持つことを拒否し

ました。なんと本会議の場で

も「会う必要はない」と拒

否！ 

 福田市長は市民と直接会

って話を聞くのが嫌なので

しょうか。 

  

 

 ぜん息患者の医療費

救済制度を廃止するな

らば、正当な理由が必要

です。しかし、川崎市は、

制度がはじまってから

一度も検証したことが

ないのです。 「制度を

廃止」する根拠はどこに

あるのでしょうか 
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